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中
国
研
究
集
刊 

夜
号
（
総
六
十
一
号
）
平
成
二
十
七
年
十
二
月　

一
三
︱
一
四
頁

漢
字
学
研
究
会

佐
藤
信
弥

　

当
研
究
会
は
、
佐
藤
武
敏
氏
（
大
阪
市
立
大
学
名
誉
教
授
）
に

よ
り
殷
周
史
研
究
会
の
名
称
で
一
九
九
五
年
に
結
成
さ
れ
、
木
村

秀
海
・
末
次
信
行
・
村
上
幸
造
の
三
氏
を
中
心
メ
ン
バ
ー
と
し

て
、「
殷
卜
辞
中
所
見
先
公
先
王
考
」
を
は
じ
め
と
す
る
王
国
維

の
諸
論
考
や
、
池
田
末
利
『
殷
虚
書
契
後
編
釈
文
稿
』、『
穆
天
子

伝
』、
馬
承
源
『
商
周
青
銅
器
銘
文
選
』
な
ど
、
甲
骨
・
金
文
あ

る
い
は
殷
周
史
に
関
す
る
文
献
の
講
読
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

二
〇
一
二
年
四
月
よ
り
、
立
命
館
大
学
白
川
静
記
念
東
洋
文
字

文
化
研
究
所
所
長
（
当
時
。
現
副
所
長
）
の
加
地
伸
行
氏
の
御
斡

旋
に
よ
り
同
研
究
所
の
研
究
部
門
と
な
り
、
漢
字
学
研
究
会
と
名

称
を
改
め
た
。
以
後
、
白
川
静
『
金
文
通
釈
』
の
続
編
を
作
る
こ

と
を
課
題
と
し
、
一
九
七
〇
年
代
末
以
後
に
発
見
・
発
表
さ
れ
た

新
出
金
文
の
講
読
、
そ
の
他
甲
骨
・
金
文
な
ど
中
国
の
出
土
文
献

や
古
文
字
学
に
関
す
る
研
究
発
表
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
例
会
は

毎
月
一
回
（
基
本
的
に
第
三
土
曜
日
）
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ザ
京
都

あ
る
い
は
立
命
館
大
学
大
阪
い
ば
ら
き
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
開
催
さ

れ
て
い
る
。

　

当
研
究
会
で
は
新
出
金
文
の
講
読
を
通
じ
て
会
員
が
金
文
の
識

字
に
習
熟
す
る
こ
と
、
そ
し
て
特
に
中
国
で
の
新
し
い
古
文
字
学

の
研
究
成
果
を
吸
収
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
中
国
で
は
前

世
紀
末
以
来
の
大
量
の
戦
国
竹
簡
の
発
見
を
承
け
、
そ
れ
ら
竹
簡

な
ど
の
戦
国
文
字
を
利
用
し
て
甲
骨
・
金
文
の
釈
字
や
文
章
読
解

を
行
う
手
法
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
が
、
日
本
で
は
そ
の
よ
う
な

甲
骨
・
金
文
研
究
に
お
け
る
戦
国
文
字
の
重
要
性
が
今
な
お
充
分

に
認
識
さ
れ
て
お
ら
ず
、
甲
骨
・
金
文
研
究
と
戦
国
竹
簡
研
究
と

が
分
離
し
て
行
わ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
今
後
は
当
研
究

会
で
の
研
究
活
動
を
通
じ
て
甲
骨
・
金
文
研
究
と
戦
国
竹
簡
研
究

と
の
融
合
を
は
か
っ
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

〔
研
究
会
通
信
〕

（ 13 ）



　

そ
し
て
そ
の
新
出
金
文
講
読
や
そ
の
他
関
連
の
研
究
成
果
を
年

刊
誌
『
漢
字
学
研
究
』
に
ま
と
め
て
い
る
。
最
新
の
第
三
号
は
二

〇
一
五
年
八
月
に
刊
行
さ
れ
た
。
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
は
東
方
書
店

（https://w
w

w
.toho-shoten.co.jp/

）
で
取
り
扱
っ
て
い
る
ほ

か
、
立
命
館
大
学
白
川
静
記
念
東
洋
文
字
文
化
研
究
所
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.ritsum
ei.ac.jp/acd/re/k-rsc/sio/index.

htm
l

）
に
て
Ｐ
Ｄ
Ｆ
を
閲
覧
・
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。
同
誌
で

は
会
員
や
立
命
館
大
学
の
関
係
者
の
み
な
ら
ず
、
学
外
か
ら
も
広

く
出
土
文
献
や
古
文
字
学
に
関
す
る
論
考
を
募
集
し
て
い
る
。
投

稿
先
は
上
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
。
次
号
第
四
号
の
投
稿
受
付

締
切
は
二
〇
一
六
年
二
月
末
で
あ
る
。（
字
数
二
四
〇
〇
〇
字
程

度
ま
で
、
編
集
委
員
に
よ
る
査
読
あ
り
。）

　

当
初
は
関
西
学
院
大
学
教
授
（
当
時
）
の
木
村
秀
海
氏
が
会
長

と
し
て
研
究
会
の
運
営
に
あ
た
っ
て
い
た
が
、
木
村
氏
が
二
〇
一

四
年
八
月
に
逝
去
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
大
形
徹
氏
を
代
表
と
し

て
再
出
発
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
二
〇
一
五
年
現
在
の
主
要
会
員

（『
漢
字
学
研
究
』
編
集
委
員
）
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

大
形　

徹
（
代
表
・
大
阪
府
立
大
学
教
授
）

馬
越
靖
史
（�

幹
事
・
立
命
館
大
学
白
川
静
記
念
東
洋
文
字
文
化

研
究
所
客
員
研
究
員
）

佐
藤
信
弥
（�

幹
事
・
立
命
館
大
学
白
川
静
記
念
東
洋
文
字
文
化

研
究
所
客
員
研
究
員
）

末
次
信
行
（
千
里
金
蘭
大
学
教
授
）

村
上
幸
造
（
大
阪
工
業
大
学
教
授
）

松
井
嘉
徳
（
京
都
女
子
大
学
教
授
）

　

こ
の
ほ
か
湯
浅
邦
弘
氏
（
大
阪
大
学
教
授
）、
福
田
哲
之
氏

（
島
根
大
学
教
授
）、
そ
し
て
立
命
館
大
学
の
山
田
崇
仁
氏
及
び
落

合
淳
思
氏
な
ど
、
京
阪
神
の
大
学
に
所
属
す
る
関
連
分
野
の
若
手

研
究
者
が
参
加

し
、
毎
回
の
出
席

者
は
十
名
前
後
で

あ
る
。
最
近
は
女

性
の
会
員
も
増
え

て
い
る
。
新
入
会

員
は
随
時
募
集
し

て
い
る
の
で
、
活

動
内
容
に
興
味
を

持
た
れ
た
方
は
筆

者
の
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス（satoshin@

sun-inet.or.jp

）

に
御
一
報
を
。

2015年6月20日開催の例会より

（ 14 ）


